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旧 ChemStation と OpenLAB CDS 2 との比較

項目 旧 ChemStation OpenLAB CDS 2

ユーザーインターフェース メニューやボタンがたくさんあり、
何の機能があるのか分かりづらい。

リボンメニューとポップアップメニューで操作一新。
分かりやすく、操作の手数が少ない画面。

起動と解析の動作速度 遅い。
マルチ画面を新採用し、不要な画面展開を削減。
ボトルネックになっていた旧式マクロを排除。
再解析速度は世界一。

解析操作 手数が多い。

ワンクリックでのデータ呼び出しや解析画面のレイア
ウトの自由設定を導入し、見やすく、手数が少ない解
析操作を実現。ピークエクスプローラでクロマトグラ
ムの差異を一瞬で表示。

ピークの積分 思い通りに積分することが難しい。 マニュアル積分により操作の手数が大幅削減。
どんなに小さなピークでも思いのままに積分可能。

レポート編集 B バージョンのレポートは、
ユーザーは編集不可。

ユーザーが容易に自由に編集できる、インテリジェン
トレポート機能を標準搭載。

データインテグリティ対応 データが消せる、ログが分りづらい、
データインテグリティ対応に難あり。

Workstation Plus では、標準でデータベースを搭載。
データ消去・改ざんの課題を解決。
監査証跡の簡単なデータレビュー操作を実現。

他社装置コントロール 不可。 島津、Waters など他社製クロマトグラフのコントロー
ルが可能。
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OpenLAB CDS 2 による LC 測定

分析をスムーズに開始できる直感的で操作しやすい画面

測定中のデータを解析できるスナップショット機能
測定中のデータを途中で解析する際、オンラインシグナルの「カメラボタン」をクリッ
クするだけで、測定の完了を待たずに測定中のデータを解析することができます。
解析後の結果をレポートに出力することもできます。

リボンインターフェースの採用
作業に必要な設定画面がワンクリックで
表示できるよう Microsoft Office と同
じリボンデザインを採用しました。表示
したい項目のみをワンクリックで速やか
に表示できるので、設定画面を探す手間
を軽減できます。

柔軟な分析の追加
ランキュー上で追加されている測定の状況が一目で
確認できます。また、各ランの情報が「詳細」から確
認できます。測定中にシーケンスやシングルランを自
由に追加できます。さらに、別のユーザーに切り替え
て分析を追加することも可能です。

直感的に把握できる装置の状況
ChemStation / EZChrom と同様に、各
モジュールのオン・オフ操作、ステータス情
報、ポンプの圧力変動率（リップル）や溶媒
組成比率といった情報、エラーなどが一目
で把握することができます。また、各パラメー
タの設定方法は従来と同じなので、新たに
操作手順を覚え直す必要はありません。

簡単な連続分析テーブル（シーケンス）編集
連続分析テーブル（シーケンス）の編集は、非常に簡単な操作で行う
ことができます。行の追加や削除は、アイコンをワンクリックするだけ
ででき、右クリックすればセルの下へコピーなどの操作が行えます。印
刷レイアウトの画面に表示されているレイアウトで印刷されます。


